
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シャープ通信 
2026年 11 月 vol.56 

「シャープの今」をお届けします。  広報部 

「CEATEC 2026」に出展 

10 月 13 日（火）から 16 日（金） まで幕張メッセ（千葉市美浜区）で開催された、国内最大級を誇るデジタル 

イノベーションの総合展示会「CEATEC 2026」に出展しました。 

 

「CEATEC」では毎年、イノベーション性に優れる技術や製品、サービスなどが表彰されますが、今回当社の

排水レス循環型洗濯システム『トリプルフリーランドリー』が、「CEATEC AWARD 2026※2」の『優秀賞』を受賞しま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、シャープの出展ブースが、「CEATEC エコ＆デザインチャレンジ」において最優秀賞を受賞しました。 

同チャレンジにおける受賞は 2 年連続となります。「CEATEC エコ＆デザインチャレンジ」は、出展各社の   

ブースを環境への配慮（脱炭素・資源循環）とデザイン性・革新性の観点から総合的に評価し、優れた展示と 

して表彰する制度です。2025 年に創設され、今年から新たに最優秀賞が設けられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1  「レジリエンス」とは、災害の被害を最小化し、被災しても速やかに元の状態へ回復する力を意味する言葉です。 

※2 「CEATEC 2026」の出展品を対象に、出展者から応募のあったテーマの中から、「CEATEC AWARD 2026 審査委員会」がイノ  

ベーション性に優れる技術や製品、サービスなどを表彰するもの。 

左から、「トリプルフリーランドリー」、「CEATEC AWARD 2026」の『優秀賞』の楯 

当社ブースイメージ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社長執行役員 CEO の河村さんが米国・ニュージャージーを訪問 

 

8 月 31 日（月）から 9 月 1 日（火）の 2 日間（アメリカ時間）、社長執行役員 CEOの河村さんが米国・ニュー

ジャージー州のシャープエレクトロニクスコーポレーション（SEC）を訪れ、現地従業員向けのタウンホールミー 

ティングを開催しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一連のタウンホールミーティングは、河村さんご自身の経験や大切にしてきた考え、また、今後シャープが 

目指していく方向について、Face to Face でお話しいただき、河村さんの人となりや考え方を、従業員一人ひと

りに、より身近に感じていただくことを目的としています。今回は、河村さんが通算 19 年にわたり駐在された 

「原点の地」での開催となりました。またカナダとメキシコ、南米の従業員にもリモートで同時に配信されました。 

 

 2 日目には、次世代を担う社員とのラウンドテーブルディスカッションをし、社員たちのこれまでの経験やアイ

デア、そしてシャープの将来に対する思いについて、オープンに意見交換をしました。 

世界最大級の家電の見本市「IFA 2026」に出展 

9 月 4 日（金）から 8 日（火）まで（ドイツ時間）、Messe Berlin（ベルリン国際見本市会場）で開催された世界

最大級のコンシューマー・エレクトロニクスと家電の国際見本市「IFA 2026」に出展しました。 

昨年に引き続き、ビジネスパートナーおよびジャ

ーナリストを対象としたクローズド形式で運営しまし

た。ブースの一部には木材のエレメントを使用し、

温かみのあるデザインで設計しました。 

テレビエリアでは、新製品の mini LEDテレビ 

シリーズと、新たに Titan OS を搭載した機種を 

展示しました。オーディオエリアでは、かつての 

スピーカードックを現代向けに再設計した＜CP- 

DS10＞ 4-in-1 Speaker Dockを発表しました。 

 

 

 

河村さんと SEC社員との集合写真 

シャープ・ブースの全景 

テレビエリア展示 オーディオエリアの展示 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

統合 AIサービス「NIAH（ニア）」の提供を開始 

  さまざまな家電やサービスと連携し、ユーザーの暮らしに合わせた提案やサポートをおこなう統合 AI サービ

ス「NIAH（ニア）」の提供を、9月 30 日より開始しました。 

新サービス「NIAH」は、お使いの複数の家電やサービスと連携し、ユーザーの暮らしを深く理解します。AI  

エージェントの「NIAH」が、家事や家電に関する質問や相談に応じるほか、必要に応じて家電の設定までサポ

ートします。また、日々の予定や家事の段取りもタスクとして一元管理。必要なタイミングで通知することで、  

家事負担の軽減にも貢献します。AI エージェント「NIAH」は、アプリを通じて、ユーザーとの対話を重ねながら、

暮らしや習慣を理解し、ユーザーと家電・サービスをつなぐ、もうひとりの家族のような存在へと成長していき 

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■主な特長 

1．家電やサービスと連携し、暮らしを深く理解することで、一貫した提案を実現 

2．AI が日々の対話を通じて、家電の使い方や家事をサポート 

3．幅広い家電と連携し、他社機器やサービスともオープンに連携 

左：スマートフォンアプリ画面（イメージ）、右：AIエージェント「NIAH」 

8件が『2026 年度 グッドデザイン賞』を受賞 

シャープは、以下の 8 件において、『2026 年度 グッドデザイン賞』（主催：公益財団法人 日本デザイン振興

会）を受賞しました。当社は、コーポレートスローガン「ひとの願いの、半歩先。」のもと、外観の美しさにとどま 

らず、使いやすさや機能などもトータルでデザインした独創的なモノやサービスを創出し、それらを通じて“新た

な文化”を創造することに今後も取り組んでまいります。 

受賞製品およびソリューション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
上段左から コードレススティック掃除機『RACTIVE Air STATION』＜EC-CR1＞、プラズマクラスター衣類乾燥除湿機『HYBRID365』 

＜CV-UH160＞、冷蔵庫＜SJ-TD15R＞、ジャー炊飯器＜KS-CS05J＞ 

下段左から ダイヤリッジカールアイロン＜IB-C530＞、4Kテレビ『AQUOS XLED』＜X9Aライン＞、スリムスタッカー・ロボットスト   

レージシステム、生成AIサービス『クックトーク』 



「サステナビリティレポート 2026」を公開 

  
  
  

 

 

 

 

 

 

本レポートでは、2025年度の ESG取り組み実績を中心に、製品・サービスを通じた社会・環境価値の創出、事前関連

情報、人権デュー・デリジェンス、人的資本などの取り組みをまとめています。近年 SSBJ基準※4や CSRD※5などサステ 

ナビリティ情報の開示要請が高まる中、当社も開示内容の充実と情報発信の強化に取り組みました。 

 

■サステナビリティレポート 2026ダウンロードページ https://corporate.jp.sharp/eco/report/ 

※4 サステナビリティ基準委員会が策定する、日本におけるサステナビリティ情報開示基準。 

※5 欧州連合が定める企業向けのサステナビリティ情報開示に関する指令 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

プラズマクラスタードラム式洗濯乾燥機 4機種を発売 

洗濯容量 12kg／乾燥容量 6kgのプラズマクラスタードラム式洗濯乾燥機 2 機種＜ES-12X2/12P2＞とヒート

ポンプ乾燥方式を採用した洗濯容量 10kg／乾燥容量 5kg と、洗濯容量 8kg／乾燥容量 4kgのプラズマクラス

タードラム式洗濯乾燥機 2 機種＜ES-10L2/8L2＞計 4 機種を発売します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■プラズマクラスタードラム式洗濯乾燥機＜ES-12X2/12P2＞の主な特長 

1．新方式「バブルジェット洗浄」で洗浄力が向上 

2．業界最高水準の省エネ※3を実現。「ふわカラハイブリッド乾燥」で衣類の乾燥ムラを抑制＜ES-12X2＞ 

3．洗濯機本体に保存できるダウンロードコース数を 4 つに拡大 

■プラズマクラスタードラム式洗濯乾燥機＜ES-10L2/8L2＞の主な特長 

1．洗濯容量 10kg クラスにもヒートポンプ乾燥方式を採用。コンパクト設計を実現 

2．「エコわざヒートポンプ乾燥」で高い省エネ性能を実現 

3．洗濯機本体に保存できるダウンロードコース数を 4 つに拡大 

※3 国内で販売されている乾燥容量 6kg クラス洗濯乾燥機において。＜ES-12X2＞洗濯～乾燥 6kg：消費電力量 590Wh。 

＜ES-12P2＞洗濯～乾燥 6kg：消費電力量 700Wh。2026年 8月 20日現在（数値は日本電機工業会自主基準による）。 

左から、＜ES-12X2-H（グレイングレー）＞、＜ES-12X2-W（マットホワイト）＞、＜ES-10L2-H（グレイングレー）＞の設置イメージ 

★ WEB社内報をご覧いただけます！！ 
    URL： https://blog.jp.sharp/family/ 

    または、こちらの QRコードからアクセスしてみてください！！ → 

https://corporate.jp.sharp/eco/report/
https://blog.jp.sharp/family/

